
歩行者の交通死亡事故防止

道路横断中の交通事故死者のうち

約８割が通行車両から見て
右から左に横断中（令和５年上半期現在）

対策その① 横断中も左右の安全を確認しましょう！

対策その② 明るい服装と反射材を着用しましょう！

福岡県警察

明るい服や反射材用品でドライバーからの視認性を
向上させ、交通事故を防ぎましょう。

反射材‥ 約５７ｍ
明るい服‥ 約３８ｍ
黒っぽい服‥約２６ｍ

自分の目で
しっかり確認！

速度５０ｋｍで走行している車は
１秒間に約１４ｍ進みます！
つまり、５秒間で約７０ｍも近づきます。

夜間の視認性と安全性をＵＰ！

まだ遠いから
大丈夫だろう

★反射材の効果★
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約２倍！

夜間、ドライバーから
歩行者が見える距離

死者は全て６５歳
以上の高齢者！！

その一方で、加齢に伴い歩くスピードは遅くなります。
若い時の感覚のまま「まだ車は遠いし大丈夫」と判断することは危険です。
道路を横断する時は、横断歩道でも油断せず、目でしっかりと安全を確かめ

ながら、左方向から来る車両にも注意して横断しましょう。
道路を横断するときは、①止まって②見て③合図を出して④待って、渡りましょう。ポイント

思ったより
早い！！


